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fig. 2 ジャン＝シメオン・シャルダン、《人力車》、年代不明、 
濃黄褐色に塗った手すきの厚紙、黒と白のチョーク、 
26. 3×38.3cm、ストックホルム国立美術館素描室




































「シャルダンの生涯についての試論」（« Essai sur la vie de Chardin »）がコシャンによって執筆された
経緯は次の通りである 23。1779年 12月 6日にシャルダンが歿し、翌年ルーアン科学文芸芸術アカデミー
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（Académie des sciences, belles-lettres et arts de Rouen, 以下、ル アーン・アカデミー と略）で、その功
績を称えることになり、同アカデミー の書記官ジャン＝バティスト・アイエ・ド・クーロンヌ 24がコシャンに原
稿執筆の依頼をした。ル アーン・アカデミー は、1744年にルイ15世によって設立された王立アカデミー で、
シャルダンと近しいコシャンは名誉会員、ジャン＝バティスト・デカンは正会員であった。シャルダンもまた、
1765年 1月 30日に両者の推挙により名誉会員となった 25。同アカデミーやコシャンとのこうした浅からぬ
縁が、歿後に画業を偲ぶきっかけになったと考えられる。アイエ・ド・クーロンヌは、1780年 7月1日にコシャ





























































1 Charles-Nicolas Cochin le fi ls. 経歴および主要参考文献は本稿解題を参照。
2 Jean-Siméon Chardin. ジャン＝バティスト＝シメオン・シャルダン（Jean-Baptiste-Siméon Chardin）と記されるなど、同時代から
ファ スートネームの表記や呼称にばらつきが見られるが、現在は、画家の死後 1780年 3月 4日に発行された公式証書に基づき、
当該史料のコシャンの記述と同様にジャン＝シメオン・シャルダンの名称が用いられる。 Cat. exp., Chardin 1699-1779, cat. par 
ROSENBERG, Pierre, etc., Paris, Galeries nationales du Grand Palais, 1979［以下Cat. exp. 1979と略］, pp. 406-407.
3 翻訳にあたり、以下を底本とした。COCHIN, Charles-Nicolas, « Essai sur la vie de Chardin (1780) », dans ; BEAUREPAIRE, 
Charles de (publié par), Précis analytique des travaux de l’Académie des Sciences, Belles-Lettres et Arts de Rouen, t. 
LXXVIII, 1875-1876［以下、BEAREPAIREと略］, pp. 417-441. また、以下のシャルダンの基礎文献中にも収録されてお
り、合わせて参照した。PASCAL, André et GAUCHERON, Roger, Documents sur la vie et l’œuvre de Chardin, Paris, 1931, 
pp. 1-26; WILDENSTEIN, Georges, Chardin, Paris, 1933, pp. 34-47.
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1779年 12月 6日に死去』」。BEAREPAIRE, op. cit., p. 417, note 1.
6 シャルダンは、指物師であったジャン＝シャルダン（1679-1731）と、ジャンヌ＝フランソワ ズー・ダヴィッド（?-1743）の間に長男と
して生まれた。2人の弟、ジュスト・シャルダン（1702-1724）とノエル＝セバスティアン・シャルダン（1697？ -1867以前）、妹のマリー
＝クロ ドー・シャルダン（1704-?）がいたことが判明している。家業を継いだのはジュストであった。PASCAL et GAUCHERON, 














学芸術学部紀要』、no. 63, 2016年、11-24頁。また、同聖堂の作品の価格をめぐる逸話は、以下で紹介された。PASCAL et 




ンスのサロンの近年の研究として以下を参照。CROW, Thomas Eugene, Painters and Public Life in Eighteenth-century Paris, 
New Haven and London, 1985 ; 栗田秀法、「王立絵画彫刻アカデミー   その制度と歴史」、『西洋美術研究  美術アカデミー 』、no. 2、
1999年、53-71頁。
13 当該史料の後半部分でコシャンが再び言及するパステル画のことである。いずれも具体的なタイトルは言及されないが、シャ
ルダンが 1771年以降に制作した一連のパステル肖像画を指す。以下の最新のカタログレゾネを参照。ROSENBERG, Pierre, 













ド・ゴンクールが 1864年制作した模写版画が本稿に挙げた図版（fi g. 1）である。また、画家本人が描いた習作素描が残ってい
る（fi g. 2）。看板とその関連作品の基礎研究は以下。CAT. R., op. cit., nº 1a. 
19 絵画技法や効果を形容する用語「heurté」は、しばしば本史料におけるように肯定的な意味でも用いられた。ちなみに、対義語は
「溶け合った fondu」、もしくは「仕上げに凝りすぎた léche」とされる。LÉVESQUE, P.-C, « heurter », dans ; WATELET, Claude-Henri 
et LÉVESQUE, P.-C, Dictionnaire des arts de peinture, sculpture et gravure, t. III, Paris,1792, pp. 22-23.
20 マリエットによる評伝でも、最初に描いたモティ フーはウサギであったとされるが、この最初の作品は同定されていない。一方、こ
れらの評伝に影響を受けて、年記のないウサギの静物画作品数点を、初期に編年する傾向がある。
Aspects of Problems in Western Art History, vol.14, 2016
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21 静物、静物画を示すフランス語「nature morte」は 1750年に初めて用いられ、本史料でコシャンが実際にこの用語を使用し
ていることがわかる。初出は以下。BAILLET DE SAINT JULIEN, Louis Guillaume, Lettres sur la peinture à un amateur, 
Genève, 1750 (réimprimé, Genève, 1972).
22 初期時代の作品には、生きた動物を描いたものが散見される。例えば年代が確定しているものに、コシャンが後述する 2点の王
立アカデミ 入ー会作品や、《エイと猫、牡蠣、小型の水差しとミッシュ》、《鮭と猫、二尾の鯖、乳鉢と乳棒》（CAT. R. op. cit., nos 
29, 30）を挙げることができよう。
23 BEAREPAIRE, op. cit., pp. 414-416.
24 ジャン＝バティスト・アイエ・ド・クーロンヌ（1728-1810）は、ルーアン出身の文筆家で学者。
25 詳細な経緯は以下。Cat. exp. 1979, op. cit., pp. 396-397. ジャン＝バティスト・デカン（1714-1791）は、画家で美術に関する著述家。
ネーデルラントとドイツの画家事典の刊行でも知られる。ルーアン・アカデミーの正会員であり、素描学校も設立した。
26 同アカデミーの審議記録に、「〔1780年 7月19日〕ド・クーロンヌ氏が、画家シャルダン氏への賛辞を朗読した」との記載がある。
Cat. exp. 1979, op. cit., p. 407.
27 ルーアン・アカデミーの正教授デカンとアイエ・ド・クーロンヌに宛てた冒頭に添えられた書簡、コシャンの記述をもとにクーロン
ヌが執筆したテキストは、以下に収録された。PASCAL et GAUCHERON, op. cit. ; WILDENSTEIN, op. cit.
28 BEAREPAIRE, op. cit.
29 トロワからパリに移住して数代続いた版画家の家系であった。父親のみならず、母親のルイー ズ＝マグドレーヌ・オルトメル（1688-
1767）も版画家であった。コシャンの主要な研究は以下を参照。MICHEL, Christian, Le Voyage d’Italie de Charles-Nicolas 
Cochin, Rome, 1991［以下、MICHEL 1991と略］ ; MICHEL 1993 ; Idem, « Charles-Nicolas Cochin (II) [le fi ls] », dans ; The 






随行した。この旅行自体が、新古典主義に向かうフランス美術において意義を持ったとみなされている。MICHEL 1991, op. cit.
32 MICHEL 1993, op. cit., pp. 487-537.
33 コシャンの主要な著作は以下。COCHIN, Charles-Nicolas, Observation sur les antiquités d’herculanum, Paris, 1755 
(réimprimé, Genève, 1972)  ; Idem, Voyage d’Italie, Paris, 1758 (réimprimé, Genève, 1972)  ; Idem, Recueil de quelques 
pièces concernant les arts, Paris, 1757-1771 (ed. par JOMBERT, réimprimé, Genève, 1972).
34 ジャン＝バティスト・マリー・ピエール（Jean-Baptiste Marie Pierre, 1714-1789）は、ナトワールの下で修業し、ローマ賞を獲得し
た歴史画家。有力なパトロンを得て制作を行った他、王立アカデミー院長及び国王の首席画家の地位に就いた。ロココから新古
典主義への過渡期の様式を示す。
35 コシャンの父による 6点の複製版画は以下。ROLAND MICHEL, Marianne, Chardin, Paris, 1994, pp. 272-283, nº III-VI, X, XI.
36 MICHEL, Christian, « Les conseillers artistiques de Diderot », Revue de l’art, nº 66, 1984, p. 11.
37 本稿註 8参照。
38 コシャンが絵画制作において重視した自然模倣は、以下で詳細に論じられた。MICHEL 1993, op. cit., pp. 279-295.
39 MARIETTE, Pierre-Jean, « Chardin » (1749), Abecedario, ca. 1740-1770, Publié par Philippe de Chennevières et Anatole de 
Montaiglon, Archives de l’art français, 1853-62, p. 426-434 ; 拙稿、「原典資料翻訳  ピエール＝ジャン・マリエット『P.-J. マリエッ




 ROSENBERG, Pierre, TEMPERINI, Renaud, Chardin, Paris, 1999. (fig. 1) / Cat. exp., Chardin 1699-1779, cat. par 
ROSENBERG, Pierre, etc., Paris, Galeries nationales du Grand Palais, 1979. (fi g. 2)
